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ス
ポ
ー
ツ
の
チ
カ
ラ



新
庄
ふ
る
さ
と
応
援
隊
新
年
交
流
会 

　

1
月
19
日
㈯
正
午
よ
り
、東
京
九
段
下
の

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
、１
７
０
名
を
超

え
る
参
加
者
の
も
と
、ふ
る
さ
と
応
援
隊
新

年
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
24
年

度
に
キ
ッ
ク
オ
フ
宣
言
し
、会
場
の
確
保
な

ど
体
制
を
整
え
、改
め
て
平
成
26
年
度
か
ら

数
え
て
5
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。一

昨
年
立
ち
上
げ
た
東
京
新
庄
会（
会
長　

高

山
譲
二
氏
）と
新
庄
市
の
共
催
で
す
。
今
回

は
、プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
が
行
わ
れ
る

会
場
を
使
用
し
ま
し
た
の
で
、大
変
豪
華
感

が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
も
来
賓
と
し
て
新
庄

藩
15
代
当
主
戸
沢
充
様
ご
夫
妻
、現
在
ゆ

め
り
あ
体
験
館
で
企
画
展
開
催
中
の
漫
画

家
阿
部
ゆ
た
か
さ
ん
、時
代
小
説
新
庄
藩
の

火
消
を
題
材
に
し
た「
羽
州
ぼ
ろ
鳶
組
」作

者
の
今
村
翔
吾
さ
ん
、新
庄
そ
ば
音
頭
の
作

曲
を
し
て
い
た
だ
い
た
森
正
明
さ
ん
の
ほ
か
、

市
議
会
議
員
13
名
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
各
テ
ー
ブ
ル
は
、来
賓
、最
上
葛
麓
会
、

企
業
部
会
、市
内
5
中
学
校
、一
般
席
な
ど

に
分
け
て
あ
る
の
で
話
し
や
す
い
雰
囲
気
も

あ
り
、あ
っ
と
言
う
間
に
楽
し
い
時
間
が
す
ぎ

ま
し
た
。
抽
選
会
で
は
、今
年
も
人
間
国
宝

奥
山
峰
石
先
生
か
ら
特
別
賞
と
し
て
、桐
箱

入
り
の
銀
杯
1
個（
10
万
円
相
当
）、ブ
ロ
ー

チ
1
個（
8
万
円
相
当
）、色
紙
5
枚（
1
枚

5
万
円
相
当
）、耳
か
き
4
本（
1
本
1
万

円
相
当
）の
提
供
が
あ
り
、今
村
先
生
に
耳

か
き
が
当
た
り
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃい
ま
し
た
。

昨
年
も
私
の
テ
ー
ブ
ル
の
メ
ン
バ
ー
が
当
た
っ

た
の
で
、3
年
連
続
と
な
り
ま
し
た
。
何
か

あ
る
か
な
？

　

ふ
る
さ
と
応
援
隊
も
会
員
５
，０
０
０
名

を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
新
庄
の
応

援
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
、閉
会

と
な
り
ま
し
た
。
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表紙の写真
　平成30年10月20日に市体育館で開催された県中
学校新人体育大会バドミントン競技で優勝した奥山雄
貴くん（左）と今田暉くん（右）。二人は、県バドミントン
協会の県強化指定選手になっており、今年３月に開催
される全国大会に出場します。
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野球・ソフトボール
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スポーツの持つチカラ!
　2020年に開催される東京オリンピック・パラリンピックでは、33競技339種目に、207の国々から12,000人以上の選手
らが参加する予定となっています。
　国では、世界中の人々が多様性と調和の重要性を改めて認識し、共生社会をはぐくむ契機となるような大会とするとし、
地方においてもそれを単なるスポーツの祭典にとどめず、地方の活性化と魅力の発信にまでつなげるチャンスでもあります。
　2年後に東京オリンピック・パラリンピック大会が迫った今、改めてスポーツの持つ力、可能性について考えてみます。

陸上競技

自転車競技 柔道

バスケットボールバレーボール

空手



正
野
瑠
菜
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
人
が
目
標
に
し
、高

い
レ
ベ
ル
の
人
が
競
い
合
う
場
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
も
プ
レ
ー
の
質
と

競
技
レ
ベ
ル
を
高
め
、い
ず
れ
絶
対
出
場
し

た
い
で
す
し
、世
界
の
レ
ベ
ル
を
体
感
す
る
こ

と
で
、今
後
の
生
活
や
サ
ッ
カ
ー
人
生
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
の
開
催
を
機
に
、東
京
だ
け
で
な
く
、地

方
や
新
庄
で
も
、自
然
や
雪
を
生
か
す
な
ど

し
、ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
が
図
ら
れ
、た
く
さ

ん
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
が
増
え

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

マイナビベガルタ仙台 レディースジュニアユース

　正野選手はチームの中心選手。フォワードとして、
国内外で活躍しています。

矢
口
明
美
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
は
、地
方
で
も
多
く
の

人
が
何
か
し
ら
の
種
目
を
目
に
し
て
ほ
し
い

で
す
。
で
き
る
な
ら
、観
客・運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、た
く
さ
ん
の
方
々
に
会
場
へ
足

を
運
ん
で
ほ
し
い
で
す
し
、そ
の
盛
り
上
げ

に
推
進
委
員
と
し
て
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

例
え
ば
大
会
競
技
種
目
な
ど
の
内
容
や
見

ど
こ
ろ
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
た
い
で
す
し
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
種
目
で
あ
る「
ボ
ッ

チ
ャ
」を
中
心
に
、各
地
域
の
小
学
校
な
ど

で
催
し
を
行
い
、住
民
に
参
加
し
て
も
ら
っ

て
楽
し
め
る
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
た
い
で

す
。

新庄市スポーツ推進委員（現在19名）

　老若男女問わず、出前講座などでスポーツの魅力を
伝えています。

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
っ
て
？

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に
向
け
て
、「
ス
ポ
ー

ツ
立
国
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進
」「
地
域
の

活
性
化
」「
観
光
振
興
」な
ど
に
資
す
る
観

点
か
ら
、参
加
す
る
国
と
地
域
と
の
人
的
・

経
済
的・文
化
的
な
相
互
交
流
を
図
る
地
方

自
治
体
の
こ
と
を「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」と
い
い

ま
す
。
現
在
、３
５
８
の
自
治
体
が
１
１
１
の

国
と
地
域
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

山
形
県
で
は
、14
自
治
体
が
14
カ
国
の
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
て
、10

次
登
録
時
点
で
の
登
録
件
数
と
自
治
体
数

は
全
国
4
位
、相
手
国
数
は
全
国
2
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

県内における主なホストタウン登録状況
団体名 相手国 主要競技

山形市 台湾、タイ王国、サモア 柔道ほか

上山市 ポーランド 陸上

村山市 ブルガリア共和国 新体操

酒田市 ニュージーランド トライアスロン

寒河江市 大韓民国 スケートボード

東根市 ドイツ連邦共和国 ハンドボール

白鷹町 中華人民共和国 ソフトボール
第10次登録（H30.10月現在）

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
大
会
で
は
、

単
に
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
だ
け
で
は
な
く
、大
会
開
催
に
よ
り
生
ま
れ
る
遺

産（
レ
ガ
シ
ー
）を
将
来
の
世
代
に
残
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

2020

（
写
真
右
）

広げる
チカラ

見せる
チカラ

東
京
オ
リ・パ
ラ
の
開
催
と

　
　
　
　
そ
の
レ
ガ
シ
ー

スポーツの　　チカラ

事
業
・
研
修
部
長

Ｊ
Ｆ
Ａ
選
出
Ｕ︲14
／
萩
野
学
園 
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庄
司
拓
矢
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
盛
り
上
が
り
、大
会
・
活

動
の
内
容
は
違
い
ま
す
が
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

い
う
名
称
の
も
と
、ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
の
活
動
が
注
目
さ
れ
、コ
ー
チ
や
ス
タ
ッ

フ
な
ど
、私
た
ち
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
方
々
が
も
っ
と
増
え
て

ほ
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
、も
っ
と
一
般
の
方
々
と
の
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
た
交
流
が
図
ら
れ
、新
庄
市
全
体

の
ス
ポ
ー
ツ
の
盛
り
上
が
り
に
貢
献
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

黒
坂
未
来
さ
ん（
写
真
右
）・髙
橋
花
菜

さ
ん（
写
真
左
）の
コ
メ
ン
ト

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
で
は
、前
回
の
リ
オ
大
会
同
様
、高
松
ペ

ア・
奥
原
選
手
ら
日
本
人
選
手
に
ま
た
活
躍

し
て
ほ
し
い
で
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
に
お

い
て
は
、愛
好
者
も
含
め
、み
ん
な
気
持
ち

を
一つ
に
し
て
応
援
で
き
れ
ば
新
庄
全
体
の

ス
ポ
ー
ツ
の
盛
り
上
が
り
に
も
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
、

世
界
で
活
躍
す
る
選
手
を
身
近
で
感
じ
て

み
た
い
で
す
し
、新
庄
か
ら
色
々
な
競
技
で

世
界
で
活
躍
す
る
選
手
が
た
く
さ
ん
出
て

く
れ
ば
良
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

スペシャルオリンピックス 山形県・新庄最上支部

　知的障がい者に大会などのスポーツの機会を提供す
る国際的なスポーツ組織。

村
山
市
の
先
進
的
な
取
り
組
み

　

２
０
１
７
年
、村
山
市
は
ブ
ル
ガ
リ
ア
共

和
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
、全
国
に
先

駆
け
て
新
体
操
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
事
前

キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
今
年
度
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、地
域
の
活
性
化
と
交
流
人
口
拡
大

の
た
め
に
、「
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
村
山
市
産
の
日

本
酒
を
組
み
合
わ
せ
た
リ
キ
ュ
ー
ル
」「
バ
ラ

と
健
康
づ
く
り
を
組
み
合
わ
せ
た
ツ
ア
ー
商

品
」「
バ
ラ
の
香
り
が
付
い
た
名
刺
や
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
」と
い
っ
た
商
品
の
開
発
を
、産
学
官

が
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、来
年
度
か
ら
は
村
山
市
内
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
新
体
操
教
室
を
開

催
し
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
育
成
も
視
野

に
入
れ
た
ク
ラ
ブ
の
発
足
に
つ
な
げ
る
予
定

で
す
。

新
庄
市
で
の
今
後

　

1
月
15
日
㈫
に
、２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

聖
火
リ
レ
ー
実
施
の
山
形
県
実
行
委
員

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
で
、

２
０
２
０
年
6
月
7
日
㈰
・
8
日
㈪
の
両
日

に
、聖
火
が
県
内（
4
地
域
）を
通
過
す
る

こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
地
方
で
も
大
会
の

盛
り
上
が
り
を
直
に
体
験
で
き
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
登
録
と
具

体
的
な
事
業
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
受
け
入
れ
る
競
技
種
目

は
、国
民
体
育
大
会
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
い
っ

た
全
国
大
会
の
開
催
地
で
あ
っ
た
歴
史
を

踏
ま
え
て
選
考
し
て
い
ま
す
。
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
の
事
業
は
、
大
会
の
開
催
効
果
を
一
過

性
の
も
の
と
し
な
い
た
め
に
、大
会
の
前
後

を
通
じ
て
取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録

す
る
こ
と
は
、単
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
寄
与

す
る
だ
け
で
は
な
く
、「
異
文
化
理
解
の
学

習
」「
交
流
事
業
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の

醸
成
」「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
の
促
進
」に
つ

な
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲ブルガリア共和国選手の小学校訪問

伸びる
チカラ

繋がる
チカラ

特集 スポーツのチカラ

スポーツの　　チカラ

県
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

強
化
指
定
選
手

新
庄
最
上
支
部
ア
ス
リ
ー
ト
代
表

沼田バドミントンスポーツ少年団
　2～6年生の23名が所属し、全国大会出場者を多数
輩出している。
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地域づくり研修会開催！

20年後の新庄・町内会を考える
　
本
市
の
人
口
は
、２
０
１
５
年
10
月
の
国
勢
調

査
に
お
い
て
３
６
，８
９
４
人
と
な
っ
て
お
り
、今
後

も
人
口
減
少
の
傾
向
が
続
く
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
人
口
推
計
に
よ
る
と
、左
下
の
グ
ラ
フ
の
よ
う

に
２
０
４
０
年
に
は
２
５
，４
１
６
人
ま
で
減
少
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、市
内
に
は
2
1
2
の
町
内
会
が
あ
り
、

地
域
活
動
を
行
う
一
つ
の
単
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。市
で
は
、自
主
防
災
組
織
の
設
立
運
営
支

援
の
た
め
の
補
助
金
や
地
域
公
民
館
改
修
補
助

金
な
ど
に
加
え
て
、複
数
の
町
内
会

が
連
携
し
て
地
域
活
動
を
行
う
場
合

に
地
域
づ
く
り
交
付
金
を
交
付
す
る

な
ど
、地
域
づ
く
り
へ
の
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、今
年
度
か
ら

は
県
が
策
定
し
た
地
域
再
生
計
画
に

参
画
し
、地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

活
用
し
な
が
ら
、市
民
が
将
来
に
わ
た

り
、快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
仕

組
み
を
構
築
し
ま
す
。そ
の
手
法
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く
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取
り
組
み
が
、地
域
ご
と

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
で
し
ょ
う
。
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さ
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。
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第１回地域づくり研修会

 「20年後の地域・町内会を考える」

第2回地域づくり研修会

 「20年後を支える地域のしくみづくり」

　今年度は、地域・町内の現状を知り、地域づくりとそれを支える組織体制の見直しの必要性について考える機会を研修会とい
う形で実施しました。10年後、20年後も住み続けられる地域にするために、住民として何ができるか、町内会として何をすべきか、
行政の役割はどうなっていくかといったことについて、住民と行政が一緒になって真剣に考える時期が来ています。
　市では、今後も若い世代や女性なども含めた多くの市民が意見や知恵を出し合うことのできる環境づくりを行っていきます。

◎詳しくは、総合政策課地域支援室へ。℡22-2117

地域づくり研修会

20年後の新庄・町内会を考える

■講師
　川北秀人　氏
（IIHOE 人と組織
と地球のための国
際研究所）
■開催日
　①10月19日㈮／

わくわく新庄（事
例発表：鉄砲町
町内会）

　②10月20日㈯／萩野地区公民館（事例発表：泉田地区住
みよい町づくり協議会）

　③10月20日㈯／ゆめりあ（事例発表：御堀端自治会）
■概要
　2020年の新庄市は高齢化率が33％になると推計され、全
国平均よりも15年早く高齢化が進むことになります。また、75
歳以上の人口は6,000人を超えると予測されています。

　人口全体で見た場合、生産年齢人口（15～64歳）は、2010
年と比較すると16％減となり、75歳以上の人口は8％増加しま
す。
　10年後の市は、生産年齢人口が減るため税収が減少する
一方、高齢者が多くなるため医療費や介護費などの扶助費の
歳出が多くなると予想されています。
　このような状況になることを知り、住民と行政はどうあるべき
か、安全で安心して暮らせる持続可能な地域にするためには何
が必要なのかを、みんなで考えなければならない時期に来てい
ます。

■講師
　髙橋由和　氏
（NPO法人きらりよ
しじまネットワーク）
■開催日
　①12月17日㈪／

市民プラザ
　②12月19日㈬／

萩野地区公民館
■概要
　町内会だけでは解決できない課題を中学校区による活動で補
完する地域運営組織について、全国的にも先進的な取り組みを
行っている山形県川西町吉島地区の事例が紹介されました。
　川西町では、7つの小学校区単位の地区交流センターなど
を地域の拠点とし、住民自らが住みやすい地域にするための方
策などを考えています。また、住民が「地域運営組織」という地
域づくりの自治組織に参加し、課題解決に取り組んでいます。

　地域づくりを統治する優良な事業主体を創るためには、①住
民が求める本当に必要なものを考える、②地域や住民の「利
益の最大化」を考える、③住民が持っている資源を地域に提供
する仕組みづくりをすることが大切です。
　研修会では、市職員と一般参加者がグループに分かれて
協働で進める地域づくりについて意見交換を行いました。各グ
ループとも活発に意見交換をしていました。

▲萩野地区公民館で開催された地域づくり研修会

▲わくわく新庄で開催された地域づくり研修会

■参加者の声
・地域づくりの単位が中学校区単位というのが現実的でい

いと思います。
・私の町内では、住民同士のつながりが足りないので、高齢

者対応などもっと対策をとっていきたいと思いました。
・地域内の交流をもっと増やしていきたい。
・役員の担い手不足が懸念されます。

■参加者の声
・初めて本気の焦りを感じました。多くの人は「何となく、何と

かなる」と思っているのではないでしょうか。あるいは、他人
事と。もっと多くの市民に参加してもらい、これからの新庄
市について考えていきたいです。

・若い人たちに参加していただきたい研修会でした。
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と地球のための国
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　③10月20日㈯／ゆめりあ（事例発表：御堀端自治会）
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　2020年の新庄市は高齢化率が33％になると推計され、全
国平均よりも15年早く高齢化が進むことになります。また、75
歳以上の人口は6,000人を超えると予測されています。
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　川西町では、7つの小学校区単位の地区交流センターなど
を地域の拠点とし、住民自らが住みやすい地域にするための方
策などを考えています。また、住民が「地域運営組織」という地
域づくりの自治組織に参加し、課題解決に取り組んでいます。
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▲萩野地区公民館で開催された地域づくり研修会

▲わくわく新庄で開催された地域づくり研修会
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・地域づくりの単位が中学校区単位というのが現実的でい
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・私の町内では、住民同士のつながりが足りないので、高齢

者対応などもっと対策をとっていきたいと思いました。
・地域内の交流をもっと増やしていきたい。
・役員の担い手不足が懸念されます。
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・初めて本気の焦りを感じました。多くの人は「何となく、何と

かなる」と思っているのではないでしょうか。あるいは、他人
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1/

5-21
星川俊光氏　工房関屋作品展

 市民プラザ１階市民ロビー

毎日多くの来場者が訪れ、精工に作られた
作品を一つひとつ時間をかけ見ていました。

1/

4
新年市民の集い

 市民プラザ

今年も多くの市民の皆さまにお越しいただ
き、市民の集いを開催しました。

1/

12
なし団子づくり

 ふるさと歴史センター

小正月の伝統行事「なし団子づくり」に、
市内の子どもたちが参加しました。

1/

13
平成31年新庄市消防団出初式

 駅前通り商店街・市役所など

今年一年の火伏を祈願した後、消防団員450
名が分列行進し、祝賀放水も行われました。

1/

17
雪の下野菜販売開始

 産直まゆの郷

雪の下から掘り出したばかりのみずみずしい
「雪の下野菜」の販売が開始されました。

1/

26
新庄・最上の災害の歴史を振り返る

 ゆめりあ内もがみ体験館

市内外から多くの来場者があり、災害の歴
史の話を真剣に聞いていました。

1/

26
「エリアキャンパスもがみ」活動報告会

 市民プラザ大ホール

山大生が7つのグループに分かれて最上郡内で行っ
たフィールドラーニングの報告会が行われました。

1/

27
「土に叫ぶ人 松田甚次郎～宮沢賢治を生きる～」花巻公演

 岩手県花巻市文化会館

宮沢賢治のふるさと花巻市で、新庄演劇研究会・東北幻野・市民有志による公演が行わ
れました。花巻市や北上市の小学生たちも合唱で参加。観衆に感動を与えました。

まちのHOTな情報やイベントを
紹介するページです

MACHIKADO TOPICS
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地域支援 ◎詳しくは、総合政策課地域支援室へ。℡22-2117

●活動内容
（1）都市×田舎交流促進事業（1名）
（２）地域コーディネーター事業（1名）
（３）スポーツコミュニティ推進事業（1名）

●募集期間
　随時受付・選考します。

●応募要件　
・平成３１年４月１日現在、年齢が２０歳以上の方
・３大都市圏や仙台市をはじめとする政令指定都市の都市地
域（過疎、山村、離島、半島などの地域に該当し
ない市町村）から新庄市内へ委嘱日に住民票
を異動できる方
※詳細は、右記二次元バーコードからご覧ください。

地域おこし協力隊の活動報告
　地域おこし協力隊は人口減少や高齢化などが進行する本市に意欲ある地域外の人材を積極的に招き、地域の活力を呼び起こ
し、この地への定住・定着を目指すものです。この制度は平成21年度から総務省の事業として開始され、本市では平成26年度か
ら隊員を受け入れています。
　平成29年度から活動している高橋さんと岩本さんに、これまでの活動を振り返ってもらいました。なお、岩本さんは3月末で退任とな
ります。

新庄市地域おこし協力隊3名募集！

　地域おこし協力隊として
2年間活動してきましたが、
この3月をもって退任する
ことになりました。私は主
に、新庄民話の会主催の
七夕語りや、みちのく民話
まつり、歴史センター夏祭
りなどのイベントを実施して
きました。どのイベントも多くの来館者に楽しんでもらえたこと
が印象的です。また、展示室のキャプション（解説文）の更新
も昨年から引き続き行いました。道具の使い方の説明と英
訳を加えたものに取り換え、日本人来館者には道具の使い
方が、外国人来館者には道具の名前が伝わりやすくなった
と感じています。思い返すと新卒で地域おこし協力隊として
新庄へ着任し、経験することが初めてづくしで、学ぶことが多
い日々でした。初めての雪国での暮らしで大変なことも多かっ
たですが、新庄で暮らした時間は充実したかけがえのない貴
重なものとなりました。ここで暮らした思い出を大切にして、そ
して学んだことをこれからの人生に活かせるようにしたいと思
います。これまで携わっていただいた方々に感謝申し上げま
す。2年間、本当にありがとうございました。

　 「かむてんの活用」を担当
して2年が経とうとしていま
す。主に、市内・県内向け
の活用が多かったかむてん
を「新庄市の存在と魅力」
を全国へピーアールするか
むてんにパワーアップさせ
るために、2018年はさまざ

まな取り組みに挑戦しました。
　全国和風マスコットキャラクターサークル「きゃわ和」に加
入し、栃木県栃木市の「とち介」、千葉県佐倉市の「カムロ
ちゃん」、茨城県水戸市の「みとちゃん」、福井県福井市の
「朝倉ゆめまる」と一緒に、和と各地の魅力を伝えるべくス
テージイベントで一緒に出演し、お互いをピーアールしてい
ます。また、「ゆるキャラ®グランプリ」や「世界キャラクターさ
みっとin羽生」へ参加した際は「かむてんがきっかけで新庄市
を知った」「新庄市が好きになった」という嬉しくなる声をたく
さんいただきました。来年度は着任3年目。地域おこし協力隊
として仕事をする最後の年になります。全国のより多くの方
に新庄市に興味を持っていただくために、来年度もさまざま
な企画を計画しています。更にパワーアップしたかむてんにご
期待ください！

岩
い わ も と

本　涼
す ず か

花さん
千葉県袖ケ浦市出身　社会教育課（ふるさと歴史センター）

平成29年4月委嘱 高
た か は し

橋　諒
りょう

さん 平成29年5月委嘱

新庄市出身（東京都江東区からUターン）商工観光課

まちのHOTな情報やイベントを
紹介するページです

9 2



劣
化
状
況
の
確
認

　今後の人口減少を見据えて財政負担の軽減を図り、市民の皆さんが必要とする行政サービスを充実させることによっ
て魅力あるまちづくりを目指すために、公共施設マネジメントの取り組みを進めています。

公
共
施
設
を
取
り
巻
く

現
状
と
課
題

人
口

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
む
現

在
。
今
後
も
そ
の
傾
向
が
続
く
と
予
想
さ

れ
て
い
て
、主
な
納
税
者
と
な
る
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
が
大
き
な
問
題
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、施
設
利
用
者
の
減
少
や
利
用

者
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
た
施
設
配
置

や
管
理
運
営
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

財
政

　

現
在
と
同
じ
施
設
数
・
規
模
で
施

設
を
更
新
し
て
い
く
と
仮
定
し
た
場

合
、40
年
間
で
５
８
４
億
円
、年
平
均

で
約
14
．6
億
円
が
必
要
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。
更
新
費
用
と
し
て
支

出
可
能
な
財
源
の
見
通
し
は
年
間
約

9
億
円
と
予
測
し
て
お
り
、
年
平
均

で
5
億
円
以
上
の
財
源
が
不
足
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、人
口
構
造
や
社
会
情
勢
の
変

化
に
よ
り
、児
童
・
老
人
福
祉
な
ど
の

社
会
保
障
に
要
す
る
経
費
が
年
々
増

加
し
、施
設
整
備
な
ど
に
充
て
る
経
費

の
財
源
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

施
設

　

市
の
建
物
系
施
設
は
、高
度
経
済
成

長
期
の
人
口
増
加
や
社
会
環
境
の
変
化

に
伴
う
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
対
応
す

る
た
め
に
、
昭
和
50
年
代（
１
９
７
５
～

１
９
８
４
年
）に
集
中
的
に
整
備
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
そ
れ
ら
の
施
設
が
一
斉
に

老
朽
化
し
、改
修
や
建
替
え
の
た
め
に
多

額
の
費
用
を
要
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

持続可能な行政サービスの提供を目指して

公共施設最適化・長寿命化計画

▲屋上ドレンの詰まり▲貯水槽の亀裂 ▲外壁・笠木などの劣化▲手すりなどの錆・腐朽

2018年度に建築後30年以上
経過する施設が

60%以上!

建築後経過年数の割合

建物系施設の更新費用推計（40年間）
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30 ～ 39 年
30%
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9 億円

複合施設

1995 年2015 年2035 年推計

人口 36,894 人 人口 42,896 人人口 29,003 人

※年少人口：0～14歳／生産年齢人口：15～64歳／老年人口：65歳以上
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ご意見をお寄せください

　市では現在、公共施設の質と量の最適化や長寿命化を推
し進め、全庁的な取り組みに基づく個別施設のマネジメントを
促すことを目的に、「新庄市公共施設最適化・長寿命化計画」
の策定を進めています。3月上旬からパブリックコメントを募集

しますので、ぜひ市民の皆さまのご意見をお寄せください。パ
ブリックコメントの募集とこれまでの取り組みの詳細は、市ホー
ムページをご覧ください。 
◎詳しくは、財政課施設マネジメント推進室へ。℡29-5852

最
適
化
と
長
寿
命
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

　

公
共
施
設
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題

を
踏
ま
え
、平
成
29
年
3
月
に
策
定
し

た「
新
庄
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」で
は
、次
の
3
つ
の
目
標
を
掲
げ
て

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

目標1

施
設
総
量
の
最
適
化

（
量
の
見
直
し
）

目標2

効
率
的
な
維
持
管
理
の
推
進

（
質
の
見
直
し
）

目標3

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
の

施
設
の
有
効
活
用

　

こ
れ
ら
の
目
標
を
可
能
な
限
り
具
体

化
す
る
た
め
に
、
施
設
総
量
の
縮
減
を

図
り
つ
つ
、住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
適

正
な
施
設
の
配
置
を
目
指
す「
最
適
化
」

と
、老
朽
化
す
る
施
設
の
安
全
を
確
保

し
、
維
持
修
繕
や
建
替
え
に
か
か
る
財

政
負
担
の
軽
減
と
平
準
化
を
図
る
た
め
の

「
長
寿
命
化
」
を
２
つ
の
柱
に
し
て
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
て
施
設
の

今
後
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す

　

施
設
の
劣
化
状
況
や
利
用
状
況
な
ど

の
現
状
把
握
を
行
っ
た
う
え
で
、最
適
化

と
長
寿
命
化
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
必

要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
た
め
に
、施
設

ご
と
に
今
後
の
あ
り
方
を
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
す
る
施
設
で
あ

る
か
、利
用
状
況
や
老
朽
化
状
況
を
考

慮
し
て
統
合
や
廃
止
を
進
め
る
施
設
で

あ
る
か
、老
朽
化
に
よ
り
建
替
や
移
転
を

す
る
施
設
で
あ
る
か
な
ど
、施
設
ご
と
に

検
討
を
重
ね
、方
向
性
を
示
し
て
い
き
ま

す
。

最適化の取り組み

施設の量・サービスの最適化
　限られた財源の中で、市民の利便性やサービス向上を図
るために、施設の統廃合や集約化などを含めた施設の全
体最適を目指し、管理運営の効率化を図っていくことが必
要です。また、適正な配置を見据えた施設の更新を検討し
ていくために、施設更新の優先順位を整理したうえで、必要
なものには対策を講じていきます。

　今後も継続して使用する施設は、安全性の確保とライフ
サイクルコストの低減を目指し、不具合箇所を改修して構造
躯体の物理的耐用年数まで使用する「長寿命化」の取り
組みを推進します。そのために、鉄筋コンクリート造または鉄
骨造の建築物の目標使用年数を80年と定め、計画的な改
修や修繕を実施していきます。

長寿命化の取り組み

安心・安全のための施設管理

統合・廃止のイメージ

現在の施設将来の施設

施設総量の
「最適化」

量
の
最
適
化

質
の
最
適
化

安全で魅力
ある施設

建物の
「長寿命化」

民間活力の導入
維持管理の効率化

計画的な保全

統廃合や集約化、機能転換など

余剰・重複施設
の見直し

新たな住民
ニーズへの対応

老年人口
18%

生産年齢人口
64%

年少人口
18%30%

57%

13%

37%

52%

11%

50 年以上
15%
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0

5

10

15

20

25

30

35

40
( 億円 )

( 年 )

毎年支出可能な
財源見通し

9 億円

複合施設
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今
月
の
ブ
ッ
ク
・
チ
ャ
ー
ジ
　～
本
で
コ
コ
ロ
の
充
電
！
～
　

 

今月の新着
郷土本

雪かきで地域が育つ  ��������������沼野 夏生（ほか）編著

一般図書

夏の戻り船　くらまし屋稼業3 �������������������今村 翔吾
きびだんごの法則 ������������������������������������������神木 優
平成皇室の30年 ��������������������������������朝日新聞出版
60代から楽しくはじめる「株」1年生 �����������櫻井 英明
マンガでわかる円形脱毛症になったら読む本
　 ��������������������������������������������������������������小豆だるま
運転をあきらめないシニアの本音と新・対策
　 ��������������������������������������������������������������岩越 和紀
本と鍵の季節 ��������������������������������������������米澤 穂信
フランス座 ������������������������������������������������ビートたけし
駄目な世代 �����������������������������������������������酒井 順子

児童書

ぼくらがつくった学校 �����������������������������������ささき あり
おにのおにいさん ���������������������������������� いとう しのぶ
おおかみのおなかのなかで ���������������マック・バーネット
クセがつよい妖怪事典 ������������������������������左古 文男
クジラのおなかからプラスチック �����������������保坂 直紀
昭和のお店屋さん
　 �������������������������藤川 智子

「感じ」が伝わるふしぎな言葉
　 �������������������������佐藤 有紀
おねえちゃんって、

　まいにちはらはら!
　 �������������������������いとう みく
俳句ガール
　 ���������������������������� 堀 直子

学
校
図
書
館
支
援

　
市
立
図
書
館
で
は
、移
動
図
書
館
車「
か

や
の
木
号
」で
月
に
３
回
各
小
中
学
校
を

巡
回
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、図
書
館
に
な
か

な
か
来
ら
れ
な
い
遠
隔
地
の
小
中
学
生
に
、

司
書
が
選
書
し
た
新
刊
図
書
・
季
節
の
本
・

ス
ポ
ー
ツ
の
本
や
読
み
物
な
ど
を
貸
出
し
、

読
書
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
始

め
た
も
の
で
す
。

　
小
学
校
１
年
生
の
国
語
で「
じ
ど
う
車

く
ら
べ
」と
い
う
授
業
が
あ
り
ま
す
。働
く
車

の
ひ
と
つ
で
あ
る「
か
や
の
木
号
」に
乗
り
込

ん
で
も
ら
い
、車
内
を
見
学
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。子
ど
も
た
ち
は「
こ
ん
な
に
本
が
入
っ

て
い
る
の
～
⁉
」と
一
斉
に
驚
き
の
声
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。小
学
校
を
巡
回
す
る
と
き

は
、対
象
学
年
・
学
習
内
容
・
季
節
の
テ
ー
マ・

時
事
・
人
気
本
な
ど
を
考
慮
し
、５
０
０
冊

ほ
ど
の
本
を
選
び「
か
や
の
木
号
」に
積
み

込
ん
で
出
向
き
ま
す
。私
た
ち
が
到
着
す
る

と
、元
気
に
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
、毎
回
楽
し

み
に
し
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
。読
書
で
心

わ
く
わ
く
で
き
る
よ
う
な
体
験
を
た
く
さ

ん
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、中
学
校
の
図
書
委
員
会
活
動
に

も
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。全
校
生
徒
に
お

す
す
め
の
本
を
選
ん
だ
り
、先
生
や
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
授
業
で
使
用
す
る

本
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
も
ら
っ
た
り
と
、図
書
委

員
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
本
の
準
備
・
配
送
を

図
書
館
司
書
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
に
あ
る
資
料
を
活
用
し
た
授
業

へ
の
協
力
も
行
っ
て
い
ま
す
。市
内
の
小
学

校
高
学
年
の
総
合
学
習
で
、図
書
館
に
来

館
し
、新
庄
の
偉
人 

小
磯
国
昭
や
戸
沢
正

諶
、戸
沢
政
盛
の
生
き
方
・
考
え
方
を
調
べ

ま
し
た
。ど
の
学
校
で
も
図
書
室
の
本
で
は

限
界
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。学
校
と
市
立
図

書
館
が
連
携
を
図
り
、総
合
学
習
や
授
業

で
活
用
で
き
る
環
境
や
読
書
を
通
し
た
学

び
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、引
き
続
き
学
校

図
書
館
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

本を片手に新庄のまちにでかけよう！！

本とひとをつなげる空間

図書館に行こう！

▲「かやの木号」で本を借りる市内の小学生たち

インフォメーション
出前図書館がいきます！！ 

■とき ①2月15日（金）11時～
 ②26日（火）10時～  
■ところ ①わらすこ広場
 ②市保健センター 
■内容 本の貸出と読み聞かせ

　市職員の給与は、県人事委員会の勧告と県内自治体との均衡を考慮し、市議会の審議を経て条例で定められています。市では厳
しい財政状況を改善するため、他市町村に先駆けて平成１４年度から職員給与、職員数の削減など人件費の抑制に取り組んでいま
す。これまでの人件費削減の取り組みと職員給与の状況をお知らせします。

■職員数の削減状況

※職員数は、全職員から市長・副市長・教育長を除いた人数で、各
年度４月１日を基準日としています。

■人件費の状況
住民基本台帳人口（平成29年度末）36,028人
歳出額（Ａ） 170億9889万3千円
人件費（Ｂ） 23億2299万円
人件費率（Ｂ/Ａ） 13�6%
平成27年度の人件費率（参考） 13�4%
※人件費は特別職【市長、副市長及び市議会議員】に支給される
給料などを含みます。（県の人件費率は27�3％）

■職員給与費の状況
職員数（Ａ） 264人

給与費

給料 10億1272万4千円
職員手当 1億1363万9千円

期末勤勉手当 3億9610万6千円
合計（Ｂ） 15億2246万9千円

一人あたり給与費（Ｂ/Ａ） 576万6千円
※特別職や上下水道課などの企業会計・特別会計を除く。職員手
当には退職手当を含みません。（県の普通会計予算における一人あ
たり給与費は666万9千円）

■職員給与費の推移

※職員給与費は、一般会計当初予算を記載しています。

■職員の平均給料・平均給与月額および平均年齢
平成30年4月1日現在

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 41�3歳 312,300円 353,862円
技能労務職 54�9歳 381,000円 395,801円

※平均給与月額は、平均給料月額に職員手当の月額を加えたもの。

■職員の期末・勤勉手当 平成30年4月1日現在

区分 期末手当 勤勉手当
市 国 市 国

6月期 1�2月分 1�225月分 0�875月分 0�90月分
12月期 1�35月分 1�375月分 0�875月分 0�90月分

計 2�55月分 2�6月分 1�75月分 1�8月分

■職員の退職手当 平成30年4月1日現在

区分 自己都合 勧奨・退職

支給率

勤続２０年 20�445 25�55625
勤続２５年 29�145 34�5825
勤続３５年 41�325 49�59

最高限度額 49�59 49�59

その他加算措置 定年前早期退職特例措置 
（2～45％加算）

１人あたり平均支給額 20,436千円
※平均支給額は平成29年度の退職職員に支給された平均額です。

■特別職の給与等 平成30年4月1日現在

区分 給料（報酬）月額

給　　料
市　長 920,000円
副市長 700,000円
教育長 590,000円

議員報酬
議　長 448,000円
副議長 395,000円
議　員 370,000円

期末手当
市長、副市長、
教育長、議長、
副議長、議員

給料（報酬）月額に40％加算した額の
6月期　1�55月分

12月期　1�65月分
計　3�20月分

◎詳しくは、総務課秘書職員室　℡22-2113
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全国瞬時警報システム
「Jアラート」の伝達訓練を
全国一斉に実施します

　防災行政無線よりチャイムが鳴った
後、Jアラートのテスト放送が行われます。
▪とき 2月20日㈬ 11時
▪ところ 防災行政無線のスピーカーが
設置されている周辺地域
◎総務課秘書職員室  ℡22-2113

ごみ処理料金の改定
▪とき 4月1日㈪ ～
▪ところ エコプラザもがみ（可燃ごみ処
理施設）、リサイクルプラザもがみ（不燃・
粗大ごみ処理施設）
▪内容 10kgあたり140円のごみ処理
料金を180円に改定
◎最上広域市町村圏事務組合
  ℡22-2674

年金の予約相談をご利用ください
　新庄年金事務所では、相談窓口の混
雑を避けるためにご相談や手続きの予
約を実施しています。予約すると、相談
内容に合ったスタッフが事前に準備しま
すので、スムーズに相談できます。予約
相談は、1カ月前から前日まで受付してい
ます。予約の際は、基礎年金番号がわ
かる年金手帳や年金証書をご準備くだ
さい。
◎新庄年金事務所
  ℡22-2050（音声案内「5」）

税の障害者控除対象認定書の交付
　対象者の状態により所得税や住民税
の申告に使用できる障害者控除対象認
定書を交付します。障害者手帳の交付
を受けている方の申請は不要です。
▪対象 満65歳以上の介護保険の認
定を受けていて障がい者に準じる方
▪ところ 成人福祉課高齢者福祉推進室②窓口
▪持ち物 本人または申請者の印鑑
◎成人福祉課高齢者福祉推進室
  ℡29-5809

冬の労災をなくそう運動
　冬期間は凍結や積雪による転倒災
害・交通事故などが多発します。次の事項
に注意し、冬期型災害を減少させましょう。
①除雪作業を行う際はあらかじめ作業場
所の状況を確認し、作業手順を定め関
係者に周知する
②雪下ろしなどの墜落危険作業を行う
際は親綱などを設け、安全帯・保護帽を
確実に使用する
③除雪用機械による除排雪を行うときは
あらかじめ作業計画を定め、関係労働者
に周知する
④除雪用機械などに雪や氷が詰まったと
きは動力を停止し、ブレードなどの回転が
停止したことを確認してから作業を行う
⑤運転を再開する際に周囲に作業者が
いる場合は除雪用機械の運転席から見
える位置に退避させ、運転開始の合図
を確実に行うなど除雪用機械との接触
防止措置を講ずる
⑥除雪用機械などを移送するために貨
物自動車などに積卸しを行うときは、道板
を取り付け誘導者を配置するなど、除雪
用機械などが荷台から転落・転倒しない
よう措置を講ずる
⑦除雪作業と通常の現場作業を行うこ
とにより長時間労働となるおそれがある
ので、適切な労働管理を行い過重労働
の防止に留意する
◎新庄労働基準監督署  ℡22-0227

「やまがた110ネットワーク」に
登録を！

　「やまがた110ネットワーク」とは、ス
マートフォンや携帯電話などで登録する
だけで警察からのさまざまな安全安心情
報がメールで自動的に配信されるネット
ワークです。登録はどなたでも無料で行う
ことができます。
　右の二次元バーコー
ドから空メールを送信し、
返信される案内メールに
従いご登録ください。
◎新庄警察署  ℡22-0110

JICA海外協力隊2019年度春募集
◎JICA東北  ℡022-223-4772

　青年海外協力隊・海外協力隊・シニア海
外協力隊を募集します。
▪対象 1949年4月5日㈫～1999年９月2
日㈭生まれで日本国籍を持つ方
▪募集期間 2月13日㈬～4月3日㈬
▪応募料金 無料

県議会議員選挙のお知らせ
◎県選挙管理委員会最上地方事務局
  ℡29-1206

立候補届出予定者説明会・出納責任者説明会
▪とき 3月5日㈫ 10時～
▪ところ 最上総合支庁5階講堂

立候補届出受付
▪とき 3月29日㈮ 8時30分～17時
▪ところ 最上総合支庁5階講堂

県議会議員選挙（新庄市選挙区）
▪告示日 3月29日㈮
▪投票日 4月7日㈰
※期日前投票は3月30日㈯～4月6日㈯ に
市役所西庁舎で行います。

「ふれあい看護体験」参加者募集
◎県看護協会  ℡023-685-8033

▪とき 5月7日㈫～21日㈫ の各施設の実施日
▪ところ 県内の病院・診療所・福祉施設・訪
問看護ステーションなど
▪内容 患者さんたちとのふれあいを通して、
命や医療、看護について考える
▪申込方法 次の項目をはがきに明記し郵
送にて　①住所、②氏名（ふりがな）、③性
別、④年齢、⑤職業または学校名、⑥日中に
連絡が取れる電話番号、⑦希望施設名・実
施日（第3希望まで）、⑧身長・体重・白衣サイ
ズ（S・M・L・LL）
※高校生は学校を通じてお申込みください。
▪申込期間 2月4日㈪～25日㈪
▪定員 施設ごとによる（申込多数の場合は
体験施設の調整あり）

　 イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです

  35,849 人  （36,347人）
　男  17,110 人  （17,312人）
　女  18,739 人  （19,035人）
世帯数  13,944 世帯 （13,918世帯）
※（  ）は1年前の日本人+外国人の数です。

12月の異動
出生  17 人  （16 人）
死亡  40 人  （70 人）
転入  87 人  （80 人）
転出  64 人  （70 人）
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山屋セミナーハウス体育館利用調整会議
◎山屋セミナーハウス  ℡22-3527

▪とき 3月8日㈮ 18時30分～
▪ところ 山屋セミナーハウス多目的ホール
▪定員 各団体2名まで（1人は決定権を持つ方）
▪申込締切 2月18日㈪ 17時15分

不動産無料相談会
◎県宅地建物取引業協会新庄もがみ・黒坂
  ℡29-7333

▪とき 2月22日㈮ 15時～17時
▪ところ 市民プラザ

平成31年度前期体育施設利用者調整会議
◎市体育協会  ℡22-0681

▪調整期間 4月1日㈪～10月31日㈭
※テニスコートは7月31日㈬ まで

施設名 会議日程 会議場所 申込先
体育館 3月12日㈫ 体育館 22-0681
すぽーてぃあ 3月12日㈫ すぽーてぃあ 23-1000
テニスコート 3月13日㈬ 体育館 23-7666
武道館 3月14日㈭ 体育館 22-0681
市民球場 3月15日㈮ 体育館 23-7666

※会議開始はいずれも18時30分
▪申込締切 2月25日㈪ 17時15分

暮らしや仕事のことでお困りの方
ぜひご相談ください

◎県求職者総合支援センター
  ℡0800-800-7867

▪とき 3月8日㈮ 13時～16時
▪ところ トータル・ジョブサポート新庄（新庄
合同庁舎2階）
▪内容 求職者の生活・住まい・就職活動など
▪相談方法 面談　▪費用 無料

一緒に歌いませんか ?
◎新庄混声合唱団・隠明寺  ℡23-1837

▪とき 毎週木曜日19時～21時
▪ところ 市民プラザ音楽室
▪内容 混声3～4部合唱
▪参加費 月1,000円

障がい者ストレッチ講習会
◎市身体障害者福祉協会  ℡23-3008

▪とき 3月14日㈭ 13時30分～15時30分
▪ところ 市民プラザ3階第5研修室
▪内容 ストレッチと簡単な運動の講習
▪参加費 無料　▪定員 30名
▪申込締切 3月5日㈫

「傾聴ボランティア講座」参加者募集
◎市社会福祉協議会  ℡22-5797

▪対象 聞き上手になりたい方
▪とき 3月12日㈫13時30分～15時30分
▪ところ わくわく新庄2階研修室
▪講師 PresentTime　代表 塩野貴美 氏
▪参加費 無料　▪定員 40名

親子お菓子作り教室
◎市民プラザ  ℡22-4200

▪対象 年中～小学生およびその保護者
▪とき 3月23日㈯ 13時～15時
▪ところ 市民プラザ3階調理実習室
▪内容 どら焼き・桜餅作り
▪講師 長澤菓子店　藤澤充治 氏
▪参加費 1組1,200円
▪定員 親子12組

ひなまつりセール
◎産直まゆの郷  ℡23-5007

▪とき 2月24日㈰ 9時～
▪ところ 産直まゆの郷
※来店者に手作り甘酒を振る舞います（無く
なり次第終了）

「きずな写真展」作品募集
◎市青少年育成市民会議  ℡29-2345

　家庭や地域でのふれあい写真など「きず
な」をテーマにした写真を募集します。
▪募集形式 プリント（どのサイズも可）または
データ
▪応募締切 2月27日㈬
※応募作品は返却しません。
※応募作品は3月13日㈬～24日㈰ に市民
プラザ1階ロビーに展示する予定です。

12月末現在
の新庄人

催しなど

第8回雪ん子俳句展
▪とき ①2月3日㈰～3月10日㈰、②3月
12日㈫～29日㈮
▪ところ ①雪の里情報館、②ゆめりあ花
と緑の交流広場
▪内容 子どもの感性で捉える「雪」の不
思議さや楽しさなどを俳句に表すことで、
雪国の生活文化への親しみを感じ、雪の
ふるさとづくりを目的とした俳句の展示
▪入場料 無料
◎雪の里情報館  ℡22-7891

第13回新庄こども語りまつり
▪とき 2月16日㈯ 13時30分～15時
▪ところ ふるさと歴史センターお祭りホール
▪内容 市内の子どもたちによる昔語り
▪出演予定 萩野学園、北辰小学校、升
形小学校、本合海小学校、新庄東高等
学校　▪参加費 無料
◎ふるさと歴史センター  ℡22-2188

第14回市民プラザまつり
▪とき ①3月6日㈬～10日㈰ 9時～17
時、②3月10日㈰ 10時～16時
▪ところ 市民プラザ大ホール、ギャラリーほか
▪内容 ①絵画・お花・羊毛作品・書など
の作品展示、②踊りや歌・ダンス・太極拳
などのステージ発表 ※お茶会やバザー・
軽食コーナーなどもあります。
▪入場料 無料 ※10日㈰ 10時30分～
ヨガの無料体験も実施します!
◎市民プラザ  ℡22-4200

ストレッチ・エクササイズセミナー
▪とき 3月17日㈰ 13時～16時30分
▪ところ 市民プラザ大ホール
▪内容 自分で体をメンテナンスできるエ
クササイズ方法の習得を目指します
▪講師 プロフェッショナルトレーナー

齊藤邦秀 氏
▪参加費 500円　▪定員 40名
▪申込締切 3月12日㈫
◎市体育協会  ℡22-0681
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全国瞬時警報システム
「Jアラート」の伝達訓練を
全国一斉に実施します

　防災行政無線よりチャイムが鳴った
後、Jアラートのテスト放送が行われます。
▪とき 2月20日㈬ 11時
▪ところ 防災行政無線のスピーカーが
設置されている周辺地域
◎総務課秘書職員室  ℡22-2113

ごみ処理料金の改定
▪とき 4月1日㈪ ～
▪ところ エコプラザもがみ（可燃ごみ処
理施設）、リサイクルプラザもがみ（不燃・
粗大ごみ処理施設）
▪内容 10kgあたり140円のごみ処理
料金を180円に改定
◎最上広域市町村圏事務組合
  ℡22-2674

年金の予約相談をご利用ください
　新庄年金事務所では、相談窓口の混
雑を避けるためにご相談や手続きの予
約を実施しています。予約すると、相談
内容に合ったスタッフが事前に準備しま
すので、スムーズに相談できます。予約
相談は、1カ月前から前日まで受付してい
ます。予約の際は、基礎年金番号がわ
かる年金手帳や年金証書をご準備くだ
さい。
◎新庄年金事務所
  ℡22-2050（音声案内「5」）

税の障害者控除対象認定書の交付
　対象者の状態により所得税や住民税
の申告に使用できる障害者控除対象認
定書を交付します。障害者手帳の交付
を受けている方の申請は不要です。
▪対象 満65歳以上の介護保険の認
定を受けていて障がい者に準じる方
▪ところ 成人福祉課高齢者福祉推進室②窓口
▪持ち物 本人または申請者の印鑑
◎成人福祉課高齢者福祉推進室
  ℡29-5809

冬の労災をなくそう運動
　冬期間は凍結や積雪による転倒災
害・交通事故などが多発します。次の事項
に注意し、冬期型災害を減少させましょう。
①除雪作業を行う際はあらかじめ作業場
所の状況を確認し、作業手順を定め関
係者に周知する
②雪下ろしなどの墜落危険作業を行う
際は親綱などを設け、安全帯・保護帽を
確実に使用する
③除雪用機械による除排雪を行うときは
あらかじめ作業計画を定め、関係労働者
に周知する
④除雪用機械などに雪や氷が詰まったと
きは動力を停止し、ブレードなどの回転が
停止したことを確認してから作業を行う
⑤運転を再開する際に周囲に作業者が
いる場合は除雪用機械の運転席から見
える位置に退避させ、運転開始の合図
を確実に行うなど除雪用機械との接触
防止措置を講ずる
⑥除雪用機械などを移送するために貨
物自動車などに積卸しを行うときは、道板
を取り付け誘導者を配置するなど、除雪
用機械などが荷台から転落・転倒しない
よう措置を講ずる
⑦除雪作業と通常の現場作業を行うこ
とにより長時間労働となるおそれがある
ので、適切な労働管理を行い過重労働
の防止に留意する
◎新庄労働基準監督署  ℡22-0227

「やまがた110ネットワーク」に
登録を！

　「やまがた110ネットワーク」とは、ス
マートフォンや携帯電話などで登録する
だけで警察からのさまざまな安全安心情
報がメールで自動的に配信されるネット
ワークです。登録はどなたでも無料で行う
ことができます。
　右の二次元バーコー
ドから空メールを送信し、
返信される案内メールに
従いご登録ください。
◎新庄警察署  ℡22-0110

JICA海外協力隊2019年度春募集
◎JICA東北  ℡022-223-4772

　青年海外協力隊・海外協力隊・シニア海
外協力隊を募集します。
▪対象 1949年4月5日㈫～1999年９月2
日㈭生まれで日本国籍を持つ方
▪募集期間 2月13日㈬～4月3日㈬
▪応募料金 無料

県議会議員選挙のお知らせ
◎県選挙管理委員会最上地方事務局
  ℡29-1206

立候補届出予定者説明会・出納責任者説明会
▪とき 3月5日㈫ 10時～
▪ところ 最上総合支庁5階講堂

立候補届出受付
▪とき 3月29日㈮ 8時30分～17時
▪ところ 最上総合支庁5階講堂

県議会議員選挙（新庄市選挙区）
▪告示日 3月29日㈮
▪投票日 4月7日㈰
※期日前投票は3月30日㈯～4月6日㈯ に
市役所西庁舎で行います。

「ふれあい看護体験」参加者募集
◎県看護協会  ℡023-685-8033

▪とき 5月7日㈫～21日㈫ の各施設の実施日
▪ところ 県内の病院・診療所・福祉施設・訪
問看護ステーションなど
▪内容 患者さんたちとのふれあいを通して、
命や医療、看護について考える
▪申込方法 次の項目をはがきに明記し郵
送にて　①住所、②氏名（ふりがな）、③性
別、④年齢、⑤職業または学校名、⑥日中に
連絡が取れる電話番号、⑦希望施設名・実
施日（第3希望まで）、⑧身長・体重・白衣サイ
ズ（S・M・L・LL）
※高校生は学校を通じてお申込みください。
▪申込期間 2月4日㈪～25日㈪
▪定員 施設ごとによる（申込多数の場合は
体験施設の調整あり）

　 イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです

  35,849 人  （36,347人）
　男  17,110 人  （17,312人）
　女  18,739 人  （19,035人）
世帯数  13,944 世帯 （13,918世帯）
※（  ）は1年前の日本人+外国人の数です。

12月の異動
出生  17 人  （16 人）
死亡  40 人  （70 人）
転入  87 人  （80 人）
転出  64 人  （70 人）

SHINJO PUBLIC RELATIONS INFORMATION

山屋セミナーハウス体育館利用調整会議
◎山屋セミナーハウス  ℡22-3527

▪とき 3月8日㈮ 18時30分～
▪ところ 山屋セミナーハウス多目的ホール
▪定員 各団体2名まで（1人は決定権を持つ方）
▪申込締切 2月18日㈪ 17時15分

不動産無料相談会
◎県宅地建物取引業協会新庄もがみ・黒坂
  ℡29-7333

▪とき 2月22日㈮ 15時～17時
▪ところ 市民プラザ

平成31年度前期体育施設利用者調整会議
◎市体育協会  ℡22-0681

▪調整期間 4月1日㈪～10月31日㈭
※テニスコートは7月31日㈬ まで

施設名 会議日程 会議場所 申込先
体育館 3月12日㈫ 体育館 22-0681
すぽーてぃあ 3月12日㈫ すぽーてぃあ 23-1000
テニスコート 3月13日㈬ 体育館 23-7666
武道館 3月14日㈭ 体育館 22-0681
市民球場 3月15日㈮ 体育館 23-7666

※会議開始はいずれも18時30分
▪申込締切 2月25日㈪ 17時15分

暮らしや仕事のことでお困りの方
ぜひご相談ください

◎県求職者総合支援センター
  ℡0800-800-7867

▪とき 3月8日㈮ 13時～16時
▪ところ トータル・ジョブサポート新庄（新庄
合同庁舎2階）
▪内容 求職者の生活・住まい・就職活動など
▪相談方法 面談　▪費用 無料

一緒に歌いませんか ?
◎新庄混声合唱団・隠明寺  ℡23-1837

▪とき 毎週木曜日19時～21時
▪ところ 市民プラザ音楽室
▪内容 混声3～4部合唱
▪参加費 月1,000円

障がい者ストレッチ講習会
◎市身体障害者福祉協会  ℡23-3008

▪とき 3月14日㈭ 13時30分～15時30分
▪ところ 市民プラザ3階第5研修室
▪内容 ストレッチと簡単な運動の講習
▪参加費 無料　▪定員 30名
▪申込締切 3月5日㈫

「傾聴ボランティア講座」参加者募集
◎市社会福祉協議会  ℡22-5797

▪対象 聞き上手になりたい方
▪とき 3月12日㈫13時30分～15時30分
▪ところ わくわく新庄2階研修室
▪講師 PresentTime　代表 塩野貴美 氏
▪参加費 無料　▪定員 40名

親子お菓子作り教室
◎市民プラザ  ℡22-4200

▪対象 年中～小学生およびその保護者
▪とき 3月23日㈯ 13時～15時
▪ところ 市民プラザ3階調理実習室
▪内容 どら焼き・桜餅作り
▪講師 長澤菓子店　藤澤充治 氏
▪参加費 1組1,200円
▪定員 親子12組

ひなまつりセール
◎産直まゆの郷  ℡23-5007

▪とき 2月24日㈰ 9時～
▪ところ 産直まゆの郷
※来店者に手作り甘酒を振る舞います（無く
なり次第終了）

「きずな写真展」作品募集
◎市青少年育成市民会議  ℡29-2345

　家庭や地域でのふれあい写真など「きず
な」をテーマにした写真を募集します。
▪募集形式 プリント（どのサイズも可）または
データ
▪応募締切 2月27日㈬
※応募作品は返却しません。
※応募作品は3月13日㈬～24日㈰ に市民
プラザ1階ロビーに展示する予定です。

12月末現在
の新庄人

催しなど

第8回雪ん子俳句展
▪とき ①2月3日㈰～3月10日㈰、②3月
12日㈫～29日㈮
▪ところ ①雪の里情報館、②ゆめりあ花
と緑の交流広場
▪内容 子どもの感性で捉える「雪」の不
思議さや楽しさなどを俳句に表すことで、
雪国の生活文化への親しみを感じ、雪の
ふるさとづくりを目的とした俳句の展示
▪入場料 無料
◎雪の里情報館  ℡22-7891

第13回新庄こども語りまつり
▪とき 2月16日㈯ 13時30分～15時
▪ところ ふるさと歴史センターお祭りホール
▪内容 市内の子どもたちによる昔語り
▪出演予定 萩野学園、北辰小学校、升
形小学校、本合海小学校、新庄東高等
学校　▪参加費 無料
◎ふるさと歴史センター  ℡22-2188

第14回市民プラザまつり
▪とき ①3月6日㈬～10日㈰ 9時～17
時、②3月10日㈰ 10時～16時
▪ところ 市民プラザ大ホール、ギャラリーほか
▪内容 ①絵画・お花・羊毛作品・書など
の作品展示、②踊りや歌・ダンス・太極拳
などのステージ発表 ※お茶会やバザー・
軽食コーナーなどもあります。
▪入場料 無料 ※10日㈰ 10時30分～
ヨガの無料体験も実施します!
◎市民プラザ  ℡22-4200

ストレッチ・エクササイズセミナー
▪とき 3月17日㈰ 13時～16時30分
▪ところ 市民プラザ大ホール
▪内容 自分で体をメンテナンスできるエ
クササイズ方法の習得を目指します
▪講師 プロフェッショナルトレーナー

齊藤邦秀 氏
▪参加費 500円　▪定員 40名
▪申込締切 3月12日㈫
◎市体育協会  ℡22-0681
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新庄の技術とフランスデザインの融合

人の交流と文化の出会いが生み出した奇跡

ものづくり の街 しんじょう





ペリアンの寝椅子ペリアンの寝椅子

ペリアンと新庄が生んだ作品
　フランスの「シャルロット・ペリアン」は、ル・コルビュジエの片
腕として活躍した世界的に有名なデザイナーです。彼女が新
庄を初めて訪れたのは、日本の商工省貿易局から輸出品の開
発を依頼され、日本各地を視察した昭和15年のこと。新庄産
の民芸品を見たペリアンは、その高い技術と芸術性に感心し、
開発作品の形と寸法・用途を新庄の農家にスケッチなどの形
で伝え、日本を離れます。
　ペリアンの残したスケッチには細かい設計の記載はなく、想
像と創造の余地がありました。ペリアンと国からの期待に応えよ

うと、当時の制作者たち
は頭を悩ませたこと

でしょう。
そうして
試 行 錯
誤の果て

に、ペリアン
のデザインと

新庄の技術・
芸術性が見事に融
合した「ペリアンの

文字を

見やすく
しました

モリサワユニバーサル
フォントを使用しています。

　蒲
かばざくら

桜の木で組まれた折りたたみ式寝台と、コアマモ
（小海藻）を詰めてワングル（繊維植物）で編まれた三
つのクッション。白と黒の矢羽根のデザインは新庄の当
時の制作者が独自に加えたもので、クッションは継ぎ目
が全くわからないほどの高い技術で編まれています。

寝椅子」が完成します。作品は高い評価を受け、国やペリアン
から称賛されました。
　しかし、この優れた作品の作り手はおろか、作り方さえも残さ
れていなかったのです。そこで復刻に乗り出したのが、平成27
年に設立された「communeAOMUSHI」です。現物を採寸す
ることで、寝台部分の素材や構造を把握し、クッション部分は
文献や X 線調査により素材を特定しました。ただし、クッション
の素材である内部のコアマモと外側のワングルは絶滅危惧種
に指定されているため、コアマモをワラ、ワングルをガマにするな
ど気候風土や文化を考慮して最も近しい素材を代用して再現。
　国を超えた人の繋がりで生まれた作品が、80年近い時を超
えて多くの人の尽力によって復刻されようとしています。

現存する「ペリアンの寝椅子」山形県立博物館所蔵

折りたたみ式寝台制作者
communeAOMUSHI

副代表 樋口修 氏

クッション制作者
communeAOMUSHI

会員 成瀬正憲 氏
▲昭和15年に新庄を訪れたシャルロット・ペリアン（1903〜99年）
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